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G9-1 医療機関における⾼次脳機能障害者を対象とし
た自動⾞運転支援の取り組みについて

○ ⻄村 彩, 佐々木 美都樹（医療法⼈社団永生会 永生ク
リニック）

G9-2 ハンドル形電動⾞椅⼦の運用におけるリスク低
減策に関する研究

○ 井上 剛伸（国⽴障害者リハビリテーションセンター
研究所）, 清⽔ 壮⼀（⽇本福祉用具・生活支援用具協
会）, ⽥中 繁（福祉用具総合評価センター）, 廣瀬 秀
⾏（⽇本保健医療大学）

G9-3 重度四肢⿇痺者による海外と⽇本の公共交通機
関のアクセシビリティ調査からの提言

○ 島本 卓（特定非営利活動法⼈ライフサポートはり
ま）

G9-4 ⾼齢運転者のドライビングシミュレータにおけ
る運転⾏動と動物園地図検査の関連

○ 中村 美緒, ⼆瓶 美⾥, ⻑尾 朋紀, 鎌⽥ 実（東京大
学）, ⽟井 顕（敦賀温泉病院）

G9-5 ＵＤタクシーでの⾞椅⼦利用者の乗降におけ
る、乗務員の負担軽減策―自動⾞ﾃﾞｨｰﾗｰが担う
これからの新しいサービスとは？―

○ 都丸 美⾥（神奈川トヨタ自動⾞株式会社 ユニバーサ
ルデザイン室）

G10-1 JPTECの紹介とJPTEC関東でのコース開催状況
－⼀⼈でも多くの外傷患者を救うために学ぶこ
とは－

○ 北⽥ 博（JPTEC関東）

G10-2 大学の救急救命士養成課程においてJPTECプロ
バイダーコースを開催することの意義

○ ⾼梨 利満（帝京大学医療技術学部）

G10-3 外傷患者搬送における連携について －千葉県で
のドクターヘリと救急隊との連携活動－

○ 瀧本 尊仁（成⽥市消防本部）

G10-4 JPTECファーストレスポンダーコースの教育的
影響について

○ ⾼橋 宏幸（国士舘大学）

6月21日　第3会場　11:20-12:20
座⻑：⽇本医科大学武蔵⼩杉病院 松⽥ 潔

国士舘大学大学院救急システム研究科 張替 喜世⼀

⼀般演題９：⾼次脳機能障害、他

⼀般演題１０：JPTEC

6月21日　第２会場　14:20-15:20
座⻑：航空医学研究センター 津久井 ⼀平
医療法⼈社団永生会 永生病院 千野 直⼀

学会共催コース　１：米国外科学会_Bleeding Control Course　　
6月20日　第３，４会場  13：30‐14：30
　　

学会共催コース　２：JPTECファーストレスポンダーコース　
6月21日　第３，４会場　13：30‐16：30

LS-1　事故自動通報システムとその運用　
　　　　　－本格普及期をむかえて－
6月20日　第２会場　12:35～13:25
共催：株式会社 日本緊急通報サービス
演者：株式会社 日本緊急通報サービス　　斎藤　信夫
座長：独立行政法人　労働者健康安全機構　　有賀　徹

LS-2　異常気象、災害から陸海空の交通を守るには　
6月21日　第２会場　12:35～13:25
共催：株式会社ウェザーニューズ
演者：株式会社ウェザーニューズ　　高森　美枝
座長：帝京大学医学部　救急医学講座　　坂本 哲也

LS-3　移動体位置情報を活用した災害時保健医療福祉活動支援システム　
6月20日　第３会場　12:35～13:25
共催：IP‐Net 株式会社
演者：芝浦工業大学　環境システム学科　　市川　学
座長：東京電機大学　研究推進社会連携センター・知能協創発研究センター 　横田 勝彦

LS-4　後付救急自動通報システム（後付D-Call Net）に関する調査研究
        －D-Call Netの更なる普及に向けて－
 ①ドライブエージェントについて
　　 ②使用過程車用救急自動通報システム(第２種D-Call Net)について
6月21日　第３会場　12:35～13:25
共催：（株）商起産業、（株）佐々木機材、HEM‐Net 
演者： ①プレミア・エイド　吉澤成一朗　
  ②ドライブレコーダー協議会　宮嵜　拓郎
座長：玉川大学　工学部　エンジニアリングデザイン学科　人間工学研究室　阿久津　正大

＜＜　学会共催コース　＞＞

＜＜　ランチョンセミナー　＞＞


